
1    開会の挨拶

校長から挨拶

2    座長挨拶

座長から挨拶

3    出席者紹介

学校協議委員　6名　　　教職員　14名

4    平成29年度　本校教育活動の結果報告について協議（座長）

(1)  平成29年度の学校評価(自己評価)について（校長）

(2)  工学系大学進学専科について  (後藤 昌士  首席兼工学系長)

(3) 11期生（平成30年3月卒業予定）の進路について（山本 康二  進路指導主事）

(4)  平成29年度　資格取得等の実績状況について （後藤　昌士　首席兼工学系長）

(5)  平成29年度　課題研究発表会アンケート結果について （後藤　昌士  首席兼工学系長）

(6)  平成29年度 初任者研究授業について（井上 直人  首席兼生活指導主事）

(7)  学校教育自己診断について(井上　直人  首席兼生活指導主事)

(8)  ICT教育推進プロジェクトチームの活動状況(井上　直人  首席兼生活指導主事)

平成29年度　大阪府立茨木工科高等学校（全日制の課程）第3回学校協議会議事録

日　時　　平成30年2月20日（火）　15：30～17：00

自己評価の取組について報告をさせていただきます。生徒アンケートによる満足度「授業は
わかりやすくて楽しい」の評価指標を50％以上に設定していたが、59％と大幅にアップした。
これは、ICT授業等を推進してきた成果だと思う。

平成29年度の大学連携授業について報告。昨年度に比べて、連携授業の内容を精査し
た。3年生は数学Ⅲについては、水曜日の7限目に補充授業を行なっている。

平成30年度3月卒業者の進路決定状況について報告。本年度も就職、進学率100％であっ
た。

平成29年度資格取得状況に報告。

平成29年度課題研究発表会の様子や発表内容の報告とアンケート集計結果の報告。

平成29年度は、初任者3名に対して、2回の初任者公開授業とベテラン教員の授業見学を
行った。また、ICTを使用した授業公開も取り入れた。

大学の授業もアクティブランニングで一方向の授業ではだめで、教育の仕方が難しくなって
きている。

生徒、保護者、教職員の診断結果について報告。全体的に肯定率がアップしてきた。

ICT教育推進プロジェクタチームを設立し、生徒一人ひとりに、授業に興味を持たせ、分かり
やすい授業を展開するための取組を行う。

今年度の総括と学校運営協議会についての報告。
3月の行事予定についての報告。（卒業式、入試等）
学習指導要領の改訂についての報告。



(9)  学校運営協議会について(校長)

5  閉会の挨拶（校長）

平成30年度より、学校運営協議会を設置するようになった。以前に比べ委員の役割が増え
た。

これからは、生徒たちにプレゼンテーション能力を養う教育も必要となっていく。委員のみな
さまには、１年間、ありがとうございました。


